
産地パワーアップ事業

都道府県事業評価参考様式

都道府県名 大分県

○　産地パワーアップ計画

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減
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作付面積は、営農
計画書等で確認
生産コストは青色
申告書等で確認
【現状】生産費
12,914,960円生産
量34,219kg
【目標】生産費
19,653,200円生産
量57,860kg
【実績】生産費
5,891,704円生産
量21,573㎏

276.3%

生産コスト10％以上削減
の目標を達成した。ま
た、規模拡大については
畜産家からWCSの作付け
要望が一時的に多かっ
た。今後は飼料用米の作
付けを増やすためにも、
契約先の開拓を行ってい
く。

事業によって導入した機械
の活用とあわせ担い手の単
収・品質の向上、規模拡大
を図る。

9.2 34,219
20,380円
/60kg

14 57,860
16,386円
/60㎏

作付面積は、営農
計画書等で確認
生産コストは青色
申告書等で確認
【現状】生産費
13,476,480円生産
量61,905kg
【目標】生産費
24,847,260円生産
量127,082kg
【実績】生産費
12,337,194円生産
量56,144㎏

出穂期以降、寡照傾向で
登熟不足、前年度よりは
良かったものの単収は501
㎏/10aで目標未達成と
なった。今後も、振興局
による研修会等への積極
的参加を促し、併せて技
術指導を仰ぎ、単収向
上・生産コスト削減を目
指し指導する。また、規
模拡大については農地集
積が進まず当初計画した
取組面積には到達しな
かった。今後も引き続
き、中間管理機構を活用
する等、規模拡大を目指
すよう指導する。

県の出先機関より、事業に
よって導入した機械の活用
とあわせ、気候に左右され
ない栽培をするよう振興局
等の研修会への参加などを
促し単収の向上を図り、中
間管理機構の活用等を促し
担い手の規模拡大を図る。

9
日　足
地　区

飼料用米

大型機械を導入し
作業効率を上げ、
適期作業による単
収向上と作付面積
の拡大によりコス
ト削減を図る。

生産コスト
10％

以上の削減

22,645円
/60kg

11,731円
/60kg

17.7 127,082
13,185円
/60kg

11.2 56,144

県の出先機関より、事業に
よって導入した機械の活用
とあわせ、気候に左右され
ない栽培をするよう振興局
等の研修会への参加などを
促し単収の向上を図り、中
間管理機構の活用等を促し
担い手の規模拡大を図る。

6
乙女新
田地区

飼料用米

大型機械を導入し
作業効率を上げ、
適期作業による単
収向上と作付面積
の拡大によりコス
ト削減を図る。

生産コスト
10％

以上の削減

13,062円
/60kg 9.6 61,905

13,240円
/60kg

5.6 29,177

作付面積は、営農
計画書等で確認
生産コストは青色
申告書等で確認
【現状】生産費
7,159,380円生産
量31,232kg
【目標】生産費
13,336,100円生産
量64,608kg
【実績】生産費
6,438,187円生産
量29,177㎏

37.5%

出穂期以降、寡照傾向で
登熟不足、前年度よりは
良かったものの単収は521
㎏/10aで目標未達成と
なった。今後も、振興局
による研修会等への積極
的参加を促し、併せて技
術指導を仰ぎ、単収向
上・生産コスト削減を目
指し指導する。また、規
模拡大については農地集
積が進まず当初計画した
取組面積には到達しな
かった。今後も引き続
き、中間管理機構を活用
する等、規模拡大を目指
すよう指導する。

13,754円
/60kg 5.1 31,232

12,385円
/60kg

9.5 64,608

作付面積は、営農
計画書等で確認
生産コストは青色
申告書等で確認
【現状】生産費
4,492,160円生産
量13,875kg
【目標】生産費
26,672,200円生産
量91,536kg
【実績】生産費
9,871,185円生産
量52,392㎏

418.0%

生産コスト10％以上削減
の目標を達成した。ま
た、規模拡大については
農地集積が進まず当初計
画した取組面積には到達
しなかった。今後も引き
続き、中間管理機構を活
用する等、規模拡大を目
指すよう指導する。

引き続き目標面積を達成す
るよう指導を行う

4
尾永井
地　区

飼料用米

大型機械を導入し
作業効率を上げ、
適期作業による単
収向上と作付面積
の拡大によりコス
ト削減を図る。

生産コスト
10％

以上の削減

17,483円
/60kg

19 91,536
11,305円
/60kg

8.8 52,392

出荷量も概ね目標達成しており、引き続
き出荷量の拡大が必要
集出荷時期に長雨が発生し籾米の水分含
量が高くなったことにより、燃料費や人
件費が計画より上回ったため、達成率が
やや目標より下回った。今後は、関係機
関と連携し、集出荷量を拡大するよう指
導していく。

宇佐市
農業再
生協議
会

3
上佐野
地　区

飼料用
米

（SGS）

大型機械を導入し
作業効率を上げ、
適期作業による単
収向上と作付面積
の拡大によりコス
ト削減を図る。

生産コスト
10％

以上の削減

19,426円
/60kg 3.2 13,875

30.8円/kg 45.1 220,200

ライスセンターの収支決算報告
書による運営経費の年度比較
【現状】経費5,024千円／取扱
量144,600kg
【目標】経費6,715千円／取扱
量220,500kg
【実績】経費6,776千円／取扱
量220,200kg

92.9%

玖珠町山田地区は水稲の良食味米産地であり、地域としても特別栽
培米に取り組んでいるが、近年米価が下落傾向にあり中山間地域で
高齢化も進んでいることから、高品質化による販売単価の向上と生
産コストの削減が必要である。そこで、乾燥調製施設に色彩選別機
の導入や機能向上を図るとともに、行政・JAをはじめとした良食味
米PTを構成することで、良食味な米の作付を推進している。3年連続
特Aを獲得した実績があり、引き続き獲得を目指している。しかしな
がら、集出荷時期に長雨が発生し籾米の水分含量が高くなったこと
により、燃料費や人件費が計画より上回ったため、達成率がやや目
標より下回った。今後は、関係機関と連携し、集出荷量を拡大する
よう指導していく。

34.7円/kg 34 144,600
30.5
円/kg

103 220,500

玖珠町
農業再
生協議
会

2 山田 水稲

乾燥調製施設の機
能向上により、集
出荷コストの削減
を図る。

集出荷コス
トの10%以
上の削減

69 336,763

ライスセンターの収支決算報告
書による運営経費の年度比較
【現状】経費10,996千円／取扱
量294,000kg
【目標】経費11,635千円／取扱
量420,000kg
【実績】経費10,281千円／取扱
量336,763kg

71.1%

玖珠町戸畑地区は水稲の良食味米地域であり、地域としても特別栽
培米に取り組んでいるが、近年米価が下落傾向にあり中山間地域で
高齢化も進んでいることから、高品質化による販売単価の向上と生
産コストの削減が必要である。そこで、地域の集出荷の中心となる
乾燥調製施設に色彩選別機の導入や機能を向上することで、高付加
価値化及び集出荷コストの削減を図った。しかしながら、H30年度は
集出荷時期後半に気温低下と長雨による登熟不足が発生したため、
計画より集荷量が下回り、固定費の経費削減をすることができな
かった。集荷面積については、他のライスセンターと競合し、計画
を下回った。今後は、取り扱い量の拡大を指導していくとともに、
経費削減の経営指導を行政機関と連携して実施していく。

引き続き、集荷量の拡大、経費削減に向けた取組が必
要
H30年度は集出荷時期後半に気温低下と長雨による登
熟不足が発生したため、計画より集荷量が下回り、固
定費の経費削減をすることができなかった。集荷面積
については、他のライスセンターと競合し、計画を下
回った。今後は、経費削減の経営指導を町と県で連携
して実施する。

65 294,000
27.7
円/kg

180 420,000 30.5円/kg

156.7%

加工コスト１０％以上の
削減の目標を達成した。
今後も引き続き加工コス
トを削減するよう指導す
る。

引き続き加工コストの削減
に努めるよう指導を行う。

（玖珠
九重地
域農業
再生協
議会）

1 戸畑 水稲

乾燥調製施設の機
能向上により、集
出荷コストの削減
を図る。

集出荷コス
トの10%以
上の削減

37.4円/kg

121.4円／
kg

104.3
円／kg

71.9

臼杵市
農業再
生協議
会

1 南野津地区 茶

茶の処理加工施設
を整備することに
より、出荷・加工
コストの削減を図
るとともに、高品
質安定生産に取り
組む。

加工コスト
の10%以上
の削減

生産量、出荷量、

又は処理量 又は処理量 又は処理量

▲ 9.2%

94.6
(円/kg)

88.9 181,500

出勤簿による労働
時間及び燃料費、
水道費等を集計。
荒茶加工実績によ
り荒茶1kg当たり
加工コストを検証
する。

生産量、出荷量 年
度

面積 生産量、出荷量、 年
度

面積

事後評価の検証方
法(※定量的な検証
ができること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標
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（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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ﾁｸｺﾞ
1.400
ﾆｼﾉﾎ
0.568

6,145

作付面積は、営
農計画書等で確
認
販売実績はJA出
荷伝票等で確認
【現状】販売額
870,164円/作付
面積 24.9ha
【目標】販売額
1,281,525円/作
付面積 32.9ha
【実績】販売額
1,908,277円補正
前2,212,106円補
正後作付面積

662.5% 販売額の10%以上の増
加の目標を達成した。

引き続き目標面積を
維持達成するよう指
導を行う
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21
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37

ﾄﾖﾉｶ
27
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15

農林
15
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19

3,895円/10a 32.9
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21
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21

5,301円
/10a

販売額の
10%以上の

増加
3,495円/10a 24.9
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21
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21

6142

作付面積は、営
農計画書等で確
認
販売実績はJA出
荷伝票等で確認
【現状】販売額
1,079,932円作付
面積36.4ha
【目標】販売額
1,593,060円作付
面積48.8ha
【実績】販売額
1,625,099円補正
前1,406,518円補
正後作付面積
22.9ha

1069.0%

販売額の10%以上の増加の目標
を達成した。また、規模拡大
については農地集積が進まず,
上元重営農組合が構成員の高
齢化により解散したため当初
計画した取組面積には到達し
なかった。今後も引き続き、
中間管理機構を活用する等、
規模拡大を目指すよう指導す
る。

事業によって導入し
た機械の活用とあわ
せ担い手の単収・品
質の向上、規模拡大
を図る。

11
宮　熊
地　区

麦

大型機械を導入し
作業効率を上げ、
適期作業による単
収向上と作付面積
の拡大により高収
益化を図る。
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ﾐﾅﾐﾉｶ
21

ﾆｼﾉﾎ
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48.8
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21
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17

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ
21

農林61
号
21

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
21

7,097円
/10a

22.92,967円/10a 36.4

ﾆｼﾉﾎｼ
23,637
ﾄﾖﾉｶｾﾞ
4,382
ﾁｸｺﾞｲｽﾞ

ﾐ
18,339
農林61
号

4,939
ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
963

ﾆｼﾉﾎｼ
21

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
17

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ
21

農林61
号
21

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
21

3,264円/10a10
上元重
地　区

麦

大型機械を導入し
作業効率を上げ、
適期作業による単
収向上と作付面積
の拡大により高収
益化を図る。

販売額の
10%以上の

増加

ﾁｸｺﾞ
1.400
ﾄﾖﾉｶ
0.630

6,814

作付面積は、営
農計画書等で確
認
販売実績はJA出
荷伝票等で確認
【現状】販売額
1,378,923円/作
付面積40.4ha
【目標】販売額
2,217,600円/作
付面積59.0ha
【実績】販売額
1,918,035円補正
前2,439,511円補
正後作付面積
35.8ha

982.9%

販売額の10%以上の増加の
目標を達成した。また、規
模拡大については農地集積
が進まず当初計画した取組
面積には到達しなかった。
今後も引き続き、中間管理
機構を活用する等、規模拡
大を目指す。

事業によって導入し
た機械の活用とあわ
せ担い手の単収・品
質の向上、規模拡大
を図る。

35.8

ﾆｼﾉﾎｼ
0

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
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号
15

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
19

ﾆｼﾉﾎ1
21

ﾆｼﾉﾎ2
15
ﾄﾖﾉｶ
17
ﾁｸｺﾞ
21

ﾐﾅﾐﾉｶ
21

ﾆｼﾉﾎ
37

ﾄﾖﾉｶ
27

ﾁｸｺﾞ
15・9
農林
15

ﾐﾅﾐﾉｶ
19

3,759円/10a 59

ﾆｼﾉﾎｼ
21

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
17

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ
21

農林61
号
21

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
21

5,358円
/10a

販売額の
10%以上の

増加
3,413円/10a 40.4

ﾆｼﾉﾎｼ
54,637
ﾄﾖﾉｶｾﾞ

0
ﾁｸｺﾞｲｽﾞ

ﾐ
0

農林61
号

1,589
ｲﾁﾊﾞﾝﾎﾞ

ｼ
9,437

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
21

ﾆｼﾉﾎｼ2
等
15

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
17

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ
21

ｲﾁﾊﾞﾝﾎﾞ
ｼ
21

6,671

作付面積は、営農
計画書等で確認
販売実績はJA出荷
伝票等で確認
【現状】販売額
366,240円/作付面
積11.8ha
【目標】販売額
547,680円/作付面
積 16.0ha
【実績】販売額
860,189円補正前
1,053,970円補正後
作付面積 15.8ha

1118.2%

販売額の11%以上の増加の目標
を達成した。また、規模拡大
については地主と小作料の折
り合いがつかず、返還した圃
場等もあり当初計画した取組
面積には到達しなかった。今
後は、中間管理機構を活用す
る等、規模拡大を目指す。

事業によって導入し
た機械の活用とあわ
せ担い手の単収・品
質の向上、規模拡大
を図る。

8
南　北
地　区

麦

大型機械を導入し
作業効率を上げ、
適期作業による単
収向上と作付面積
の拡大により高収
益化を図る。

ﾆｼﾉﾎｼ
5,897
ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ1等
35,000
ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ2等
13,000
農林61
号
0

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
0

ﾆｼﾉﾎｼ
37

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ1等
15

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ2等
9

農林61
号
15

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
19

ﾆｼﾉﾎ
21
ﾄﾖﾉｶ
17
ﾁｸｺﾞ
21
農林
21

ﾐﾅﾐﾉｶ
21

ﾆｼﾉﾎ
37

ﾁｸｺﾞ1
15

ﾁｸｺﾞ2
9

農林
15

ﾐﾅﾐﾉｶ
19

ﾁｸｺﾞ1
1.400
ﾁｸｺﾞ2
1.667
ﾆｼﾉﾎ
0.568

16

ﾆｼﾉﾎｼ
21

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
17

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ
21

農林61
号
21

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
21

5,444円
/10a

15.83,104円/10a 11.8

ﾆｼﾉﾎｼ
0

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
0

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ

17,440
農林61
号
0

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
0

ﾆｼﾉﾎｼ
21

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
17

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ
21

農林61
号
21

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
21

3,423円/10a7
九兵衛
新田

麦

大型機械を導入し
作業効率を上げ、
適期作業による単
収向上と作付面積
の拡大により高収
益化を図る。

販売額の
10%以上の

増加

ﾁｸｺﾞ
1.400
ﾆｼﾉﾎ
0.568
ﾐﾅﾐﾉｶ
1.105

4,059

作付面積は、営
農計画書等で確
認
販売実績はJA出
荷伝票等で確認
【現状】販売額
1,446,135円/作
付面積68.9ha
【目標】販売額
1,886,220円/作
付面積81.1ha
【実績】販売額
4,196,183円補
正前2,496,183
円補正後作付面
積61.5ha

863.4%

販売額の10%以上の増加の
目標を達成した。また、規
模拡大については地主と小
作料の折り合いがつかず、
返還した圃場等もあり当初
計画した取組面積には到達
しなかった。今後は、中間
管理機構を活用する等、規
模拡大を目指す。

事業によって導入し
た機械の活用とあわ
せ担い手の単収・品
質の向上、規模拡大
を図る。

61.5

ﾆｼﾉﾎｼ
108,931
ﾄﾖﾉｶｾﾞ

0
ﾁｸｺﾞｲｽﾞ

ﾐ
5,363
農林61
号
0

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
4,489

ﾆｼﾉﾎｼ
37

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
27

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ
15

農林61
号
15

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
19

ﾆｼﾉﾎ1等
21

ﾆｼﾉﾎ2等
15
ﾄﾖﾉｶ
17
ﾁｸｺﾞ
21

ﾐﾅﾐﾉｶ
21

ﾆｼﾉﾎ
37

ﾄﾖﾉｶ
27

ﾁｸｺﾞ
15

ﾐﾅﾐﾉｶ
19

農林
15

2,326円/10a 81.1

ﾆｼﾉﾎｼ
21

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
17

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ
21

農林61
号
21

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
21

6,823円
/10a

販売額の
10%以上の

増加
2,099円/10a 68.9

ﾆｼﾉﾎｼ1
等

63,955
ﾆｼﾉﾎｼ2
等
350

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
354

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ

1,473
ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
2,899

ﾆｼﾉﾎｼ1
等
21

ﾆｼﾉﾎｼ2
等
15

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
17

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ
21

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
21

229,868,823
円

トマト
133,206,920

円
ミニトマト
96,661,903

円

出荷伝票や申告
書類等の販売額
が確認できる書
類に基づいて、
実績の検証を行
う。

49.5%

コナジラミが媒介するウイルス病の発
生による収量の減少や、トマトの市場
価格の低迷により、販売金額が低調と
なり目標を達成できなかった。
今後は栽培管理の徹底、販路拡大を進
めることにより目標達成は可能と見込
まれる。

産地の中でも作付面積が大きい取組主体
において、病害虫が発生し、大きく収量
が低下した。また、市場価格が伸び悩ん
だことから、計画通りの販売額が確保で
きず目標未達成となった。今後は栽培管
理指導を中心とした営農指導を徹底し、
目標達成を目指す。

宇佐市
農業再
生協議
会

5
下乙女
地　区

麦

大型機械を導入し
作業効率を上げ、
適期作業による単
収向上と作付面積
の拡大により高収
益化を図る。

507,724
トマト
282,233

ミニトマト
225,491

441
トマト
465

ミニトマト
411

トマト
343

ミニト
マト
653

トマト
338

ミニト
マト
626

トマト
1.015

ミニト
マト
1.043

5.77 603,542 652

総販売額
223,773,178円

トマト
131,160,649円
ミニトマト
92,612,529円

5.33
トマト
3.51
ミニト
マト
1.82

総販売額
69,700,000

円
2.6 201,400 346

総販売額
393,282,00

0
円

国東市
農業再
生協議
会

1 国東地区 トマト

生産技術高度化施
設の導入により、
トマトの周年・計
画生産と高品質安
定生産、産地強化
に取り組む。

販売額の
10%以上の

増加
（464％以
上の増加）

13,353円
/60kg

3.2 17,218

作付面積は、営農
計画書等で確認
生産コストは青色
申告書等で確認
【現状】生産費
5,053,680円生産量
16,419kg
【目標】生産費
11,230,400円生産
量40,543kg
【実績】生産費
3,831,783円生産量
17,218㎏

生産コスト10％以上削減
の目標を達成した。ま
た、規模拡大について
は、旧宇佐地区の圃場で
の刈取りが11月下旬で麦
の作付が遅れるため、地
主に返還したことや農地
集積が進まず当初の計画
に至らなかった。今後は
旧院内地区の圃場での規
模拡大を目指すよう指導
する。

事業によって導入した機械
の活用とあわせ担い手の単
収・品質の向上、規模拡大
を図る。

18,468円
/60kg 3.6 16,419

16,620円
/60kg

8 40,54313
日　岳
地　区

飼料用米

大型機械を導入し
作業効率を上げ、
適期作業による単
収向上と作付面積
の拡大によりコス
ト削減を図る。

生産コスト
10％

以上の削減

出荷量 出荷量 出荷量

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト
事業実施
前年度

目標年度
年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト 年
度

都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 生産コスト

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数
価格補正
後の実績

事後評価の検証
方法(※定量的な
検証ができるこ
と。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

276.8%



27 ha ㎏
円
/
㎏

30 ha
円
/
㎏

30 ha ㎏
円
/
㎏

円 円

27 ha ㎏
円
/
㎏

30
円
/
㎏

30 ha ㎏
円
/
㎏

円 円

27 30 ha 30 ha 本 円 円 円

27 30 ha 30 ha kg
円
/k
g

ha kg
円
/
㎏

30 ha kg
円
/
㎏

30 ha kg
円
/
㎏

円
/
㎏

円
/
㎏

27 ha ㎏
円
/
㎏

30 ha
円
/
㎏

30 ha ㎏
円
/
㎏

作付面積は、営
農計画書等で確
認する。販売実
績はJA出荷伝票
等で確認する。
【現状】販売額
2,439,296円／作
付面積58.8ｈa
【目標】販売額
3,722,006円／作
付面積71.8ｈa
【実績】販売額
3,741,916円補正
前
4,718,844円補正

販売額については、10a当たり
10％以上の販売額の増が図れ
た。産地面積については、湯屋
営農組合の作付地域において農
地の宅地化があったことや、昨
年まで病気療養だった末廣公宣
氏の面積拡大が進まなかったこ
となどから、目標達成が出来な
かった。今後は新たな借地を進
め、暗渠排水等により排水対策
の改善を行い、面積の拡大を図
る。

引き続き目標面積を
維持達成するよう指
導を行う

トヨノ
カゼ
38,752
ミナミ
ノカオ
リ
130,331
チクゴ
イズミ
31,999

トヨノ
カゼ27
ミナミ
ノカオ
リ17
チクゴ
イズミ
15

トヨノ
カゼ17
ミナミ
ノカオ
リ26
チクゴ
イズミ
21

トヨノ
カゼ27
ミナミ
ノカオ
リ17
チクゴ
イズミ
15

トヨノ
カゼ
0.630
ミナミ
ノカオ
リ1.529
チクゴ
イズミ
1.400

7,420円
/kg

71.8

トヨノ
カゼ17
ミナミ
ノカオ
リ26
チクゴ
イズミ
21

5,884円
/10a

63.6
4,148
円/10a

58.8

トヨノ
カゼ
52,952
ミナミ
ノカオ
リ
56,465
チクゴ
イズミ
3,382

トヨノ
カゼ17
ミナミ
ノカオ
リ26
チクゴ
イズミ
21

5,184円
/10a

79,607
円/10a

ＪＡの集荷および販売実績によ
る
【現状】主食米販売額122,319
千円／受益面積179ｈａ
【目標】主食米販売額187,720
千円／受益面積200ｈａ
【実績】主食米販売額157,318
千円／受益面積166ｈａ
補正後主食米販売額132,147千
円／受益面積166ｈａ

九重町飯田地区は、標高800～1,000ｍの高標高地にあり、水稲はコシヒカリ等の極早生

品種しか栽培できない地域で、付加価値販売が課題となっている。玖珠九重地区におけ

る良食味米栽培の取組を実施したところ、特A米の評価を獲得した。しかし、光選別

機、食味計、粒別判別機等を導入して1年しか経過していないため、玄米品質の向上が

販売単価に反映していないため目標を下回る結果となった。今後は、食味分析による区

分集荷による高品質な米出荷を継続し、販売価格の向上に努め、作付面積の向上を指導

していく。

事業によって導入した施設の
活用とあわせ収量・品質の向
上、販売価格の向上を図る。

中津市
農業再
生協議
会

2 鶴居 麦

大型機械を導入し
作付面積の拡大、
単収、品質の向上
を図り高収益化を
図る。

販売額の
10%以上の

増加

618,510 254.4 219.6 261.5 0.840200 741,000 253.3
94,770円
/10a

166
68,335
円/10a

179 550,410 222.2
93,860
円/10a

玖珠九
重地域
農業再
生協議
会

3 飯田 水稲

乾燥調製施設に光
選別機や食味計を
導入し、販売単価
の向上を図る。

販売額の
10%以上の

向上

出荷伝票や申告
書類等の販売額
が確認できる書
類に基づいて、
実績の検証を行
う。

103.1%
総販売額はH27比191％
となり、目標を達成し
た。

引き続き総販売額増
加に向け指導を行
う。

58.3 112,729 804
総販売額
89,304,000

円
41.2 90,595,110

販売額の
10%以上の

増加
（88.1％の
増加）

総販売額
47,453,000

円

82,185,
670円

農協の出荷伝票
や販売実績によ
り検証を行う。

▲ 77.6%

主要品目であるスイートピーについ
て、12月中下旬～１月上旬にかけて曇
天による日照不足のため、花落ちが発
生し、出荷量が減少したことや、２月
において、需給バランスの不均衡によ
り、市場単価が安くなったことなどが
影響し、目標達成に至らなかった。

天候不順と単価の低迷に
より販売額が伸び悩ん
だ。栽培指導の徹底と販
促により目標達成を目指
す。文書による改善指導
も実施

杵築市
農業再
生協議
会

1 山香地区 茶

農作物被害防止施
設（防霜施設）の
整備により、高品
質な茶葉生産と安
定供給に取り組
む。

2,764,680 29.4 31.5 31.3 1.013.7
81,371,950

円
3.7

総販売額
92,733,322

円

総販売額
106,317,000

円

豊後高
田市農
業再生
協議会

1
豊後高田

地区

花き
(ｽｲｰﾄﾋﾟｰ

他)

生産技術高度化施
設及び集出荷貯蔵
施設を整備するこ
とにより、ｽｲｰﾄ
ﾋﾟｰを中心とする
花きの高品質・周
年安定生産と産地
強化に取り組む。

販売額の
14.6%増

ﾆｼﾉﾎ
0.568

4,299

作付面積は、営
農計画書等で確
認
販売実績はJA出
荷伝票等で確認
【現状】販売額
510,884円作付面
積22.8ha
【目標】販売額
708,750円作付面
積25.0ha
【実績】販売額
1,884,743円補正
前1,070,534円補
正後作付面積
24.9ha

346.5%

販売額の10%以上の増加の
目標を達成した。また、規
模拡大については農地集積
が進まず当初計画した取組
面積にはわずかに到達しな
かった。今後も引き続き、
中間管理機構を活用する
等、規模拡大を目指す。

事業によって導入し
た機械の活用とあわ
せ担い手の単収・品
質の向上、規模拡大
を図る。

24.9

ﾆｼﾉﾎｼ
50,939
ﾄﾖﾉｶｾﾞ

0
ﾁｸｺﾞｲｽﾞ

ﾐ
0

農林61
号
0

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
0

ﾆｼﾉﾎｼ
37

ﾄﾖﾉｶｾﾞ
27

ﾁｸｺﾞｲｽﾞ
ﾐ
15

農林61
号
15

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
19
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2,835円/10a 25
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7,569円
/10a

販売額の
10%以上の

増加
2,241円/10a 22.8
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ﾐ
21

農林61
号
21

ﾐﾅﾐﾉｶｵﾘ
21

7,347

作付面積は、営
農計画書等で確
認
販売実績はJA出
荷伝票等で確認
【現状】販売額
349,902円/作付
面積17.4ha
【目標】販売額
462,000円/作付
面積20.0ha
【実績】販売額
1,707,698円補正
前1,711,754円補
正後作付面積
23.3ha

1784.6% 販売額の10%以上の増
加の目標を達成した。

引き続き目標面積を
維持達成するよう指
導を行う

14
高森中
央地
区

麦

高性能機械を導入
し、品質向上によ
る高収益化と乾燥
調製作業の効率化
により作付面積の
拡大を図る。
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ミナミノ
カオリ
1.105
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23.32,011円/10a 17.4
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2,310円/10a12
苅宇田
地　区

麦

大型機械を導入し
作業効率を上げ、
適期作業による単
収向上と作付面積
の拡大により高収
益化を図る。

販売額の
10%以上の

増加

44.2%

315.8%


